
假宿のなげどん
　假宿の郵便局近くにひっそりとたたずむ大きな木は、幹回
りが約８ｍもある県下一のタブノキで、24年前（平成４年）
の９月に大崎町の天然記念物に指定されました。
　樹齢推定約400年のこのタブノキは、地元で『なげどん』と
呼ばれ大切にされてきました。また、根元には馬頭観音が祭
られており、昔から神木として崇められてきたと思われます。
　圧倒的な存在感を放つタブノキに、生命の力強さを感じて
みてはいかがでしょうか？

【情報提供】
道の駅くにの松原　おおさき総合案内所　☎ 099-477-2400

◆幹回り…８ｍ
◆根回り…13.2ｍ
　※地上２mで５又になっている
◆胸高周囲…7.45m
◆枝張り…東西29.5m、南北29.5m

【アクセス】
・假宿簡易郵便局から歩いて約300m
・大崎町役場から県道64号線を北上して車で約５分

【注意】駐車スペースはありません。
　　　　 通行の邪魔にならないように 

ご見学ください。
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づ
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時
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だ
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こ
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